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西春近北小学校　４年　日向彩由香 先生の実践をもとに推進センターで編集させていただきました。

①「水槽のレイアウトの工夫についての
キャッチコピーを考えているけれど、難し
いのでみんなで考えてもらいたい。」とい
う子の思いを、先生は取り上げました。

②水槽のレイアウトの工夫についての
キャッチコピーと、そのキャッチコピーを
考えた理由をNumbersに書き込みます。

③Numbersのスプレッドシートは「共同制
作」のモードで一斉に配布されます。配布は
アップルのスクールワークで行います。

④iPad上で友だちの考えを吟味します。自
分の考えたキャッチコピーについて、友だ
ちの書いた考えと比較していきます。「自
分と似ている意見が見つかるかな？」「グ
ループに分けるといくつくらいあるか
な。」と先生が問いかけます。

⑤友だちの考えを参考にして、自分の書い
たキャッチコピーをより良いものにしてい
きます。 
　参考にした人の名前と、このキャッチコ
ピーを考えた理由も記入します。

⑥水槽のレイアウトの工夫についてのキャッチ
コピーをみんなで考えました。次回は自分の伝
えたいと思っているキャッチコピーをより良い
ものにしてポスターを作りましょう。 
　その時に、今日の工夫を参考にしていきま
しょう。

キャッチコピーで伝えたいことを明確に
　子どもたちは教室で飼育している「オタマジャクシ」を全校のお友だちに見に来て欲しいと
思いました。そこで、ポスターを作ることになりました。自分が全校のお友だちに伝えたい
「オタマジャクシを見に来て欲しいポイント」を考えました。子どもたちが考えていく中で
「みんなに伝えたいけれど、難しいから考えて欲しい」と訴える子どもがあらわれました。そ
こで水槽の工夫について考えていたこの子のために、みんなで考え合いました。

小学校４年生 国語

　スクールワークを使うと教材の配布を行なったり児童生徒の進捗状況を確認す
ることができます。 
　また、Pages、Numbers、Keynoteでの共同制作をスムーズに行えるようにな
ります。

スクールワークを使って、Numbersで作られた自分の意見を記入するシートが配布されました。

伊那市では、「学校教育情報化ビジョン２０２１」をもとに、
iPadを導入して「ICT活用教育」を推進しています。

個別最適な学び・対話的学び 
創造性を育む学びの実現

「Society5.0」時代の 
学びを支える教員

先進的
学びに導くICT活用

伝統的
学びを深めるICT活用

スクールワークを使って教材の配布や共同制作をスムーズに

　西春近北小学校の日向先生には「学校CIO研修会」のために授業を提供していただきま
した。参加された校長先生の感想をいくつか紹介させていただきます。

「教えていない」先生の姿に感銘を受けました。
児童は他の児童から学んでいました。離れた席も
含め全員の考えを見ることができる、音声と違っ
て何度でも確認できる、ICTがあるから可能にな
ることが実現されていました。児童自身が学んで
いるからこそ、それぞれが自分の学びを振り返
り、気付き等を言語化する（教師もそれを確かめ
る）ことが非常に重要になると思いました。

　Numbersは、自分が入力すると同時に友だち
の考えも見られ、その場で、友だちの考えを参
考にして自分の考えをまとめている姿があり、
いいなと思いました。キャッチコピーとはどん
なものか、キャッチコピーの良さとは何かをク
ラスで共有しておくと、自分でも考えやすかっ
たり、友だちの工夫にも気づけたと思いまし
た。 

　友だちの考えをじっくり集中して見ていた姿
が印象的でした。発言だと聞いていない子ども
もいたり、聞き取れなくて過ぎてしまう子ども
もいたりするので、書いてあるものを読むこと
は、友だちの考えを知ることとして効果的であ
ると思いました。

　機器の扱いについて、本当に道具（ツール）と
してICT機器を使いこなしていてすばらしいと思い
ました。 

　子どもたち同士の共有、先生の支援、子どもた
ち同士による情報交換、教師主導で教えこむので
はなく子どもたちが主体的に学ぶ姿がみられまし
た。

※「学校CIO研修会」の様子は「ICT活用教育」 
NO55に掲載しますので合わせてご覧ください。


